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第５学年 地域創造学学習指導案 
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１ 単元名 東日本大震災津波から学ぶ「大震災の時の住田を調べよう」 

 

２ 単元について 

（１）教材（題材）について 

東日本大震災津波により気仙地区は甚大な被害を受け、震災から１０年以上経つ現在でもその

復興は道半ばである。震災津波の教訓は、決して忘れることなく後世に伝え、郷土を愛し、その

復興・発展を支える人づくりにつなげていかなければならない。また、震災津波発災の際、気仙

地区の内陸部にある本町は、沿岸部の支援として、被災した人々を受け入れたり後方支援の基地

となったりするなど大きな役割を果たしており、このことも本町の子どもたちにはしっかりと捉

えさせていきたい本町の重要な取組である。また、近年毎年のように全国でおきている自然災害

に目を向けさせ、自然災害から生命を守っていくことや地域防災のために大切にしていかなけれ

ばならないことについて考えることができるようにしていきたい。 

（２）児童について 

   児童は、第１ステージの１・２年生では、自分たちの身近な地域、有住地区を対象に学習を進

め、第２ステージの３・４年生では、小学校間の交流や気仙川等の学習を通し、住田町や気仙地

区に範囲を広げながら学習を進めてきた。その際には、たくさんの地域の方やゲストティーチャ

ーとのかかわりを大切にしながら学習を進めてきた。 また、学年が進むにつれて、図書やタブレ

ットなどを活用して調べ学習を進め、探究活動に取り組めるようになってきてはいるが、選書・

資料の選定の難しさを感じている児童も多い。その一方で、家族などと出かけた際に、学習内容

と関係あるパンフレットやリーフレットを積極的に集めてきたり、関連する図書を見つけて学級

で紹介したりする児童が増えてきており、進んで学習に取り組もうという意欲が高まっているこ

とを感じる。 

（３）指導について 

本校では、課題を自分事として捉え、積極的に活動に取り組むことができるような指導の工夫

を行っている。 

本時の指導では、これまで様々な資料（書籍・町広報「すみた」・新聞・パンフレット等）で

調べてきたことについてゲストティーチャーから話を聞く場を設定する。自分が調べてきたこと

とつなげて聞くことを意識させることで事象への理解を深められるようにしていきたい。また、

資料には書かれていないゲストティーチャーの思いや願いの部分について着目させることで、よ

り、多面的・多角的に考えたり、考えを受け入れようとしたりする他者受容の力が高められるよ

うに指導していきたい。 

 



 

３ 学校図書館教育との関連 

【図書館運営】 

・「学習・情報センター」としての機能を促進させるため、「創造コーナー」を設置し、新聞や

町広報、郷土資料やパンフレット等の地域関連資料を充実させる。 

・「魅力ある図書館運営の工夫」として、学習テーマに沿った「本の紹介コーナー」や、その本

を活用して学習した際の成果物等の展示コーナーを設ける。 

 

４ 単元の目標と評価規準 

（１）目標 

・東日本大震災津波の被災状況や復興に取り組む人々の様子、その時の住田町の支援の様子等に

ついて理解し、自然災害から身を守るために必要なことを捉えることができる。〔A 地域理解〕 

・東日本大震災津波や地域防災について、自ら問題を発見して解決の見通しをもって探究し、そ 

の内容や意味について考察するとともに、震災からの復興や防災のために大切なことを考え表

現することができる。〔B 社会参画に関する資質・能力〕 

・東日本大震災津波や防災について知る地域の方や、探究をともに行う友達と対話しながら探究

活動を進めたり、問題の解決を協力して行ったりすることができる。〔C 人間関係形成に関す

資質・能力〕 

・東日本大震災津波や地域防災の探究活動について、探究の状況を振り返りながら、よりよい探

究となるよう調整して活動を進めることができる。〔D 自律的活動に関する資質・能力〕 

 

（２）評価規準 

A地域理解 B 社会参画 C人間関係形成 D自律的活動 

東日本大震災津波の

被災状況や復興に取り

組む人々の様子、その

時の住田町の支援の様

子等について理解し、

自然災害から身を守る

ために必要なことを捉

えている。 

東日本大震災津波や地

域防災について、自ら問題

を発見して解決の見通し

をもって探究し、その内容

や意味について考察する

とともに、震災からの復興

や防災のために大切なこ

とを考え表現している。 

東日本大震災津波

や防災について知る

地域の方や、探究をと

もに行う友達と対話

しながら探究活動を

進めたり、問題の解決

を協力して行ったり

している。 

東日本大震災津

波や地域防災の探

究活動について、探

究の状況を振り返

りながら、よりよい

探究となるよう調

整して活動を進め

ている。 

 

５ 単元の指導・評価計画（本時 小単元二次 第６時／全１０時間） 
プ
ロ
セ
ス 

時 学習活動 評  価 

問
題
の
把
握
・
現
状
の
理
解 

２ 

○ 住田町の仮設住宅の写真資料をもとに、震災津波発災に対する住田町の取組につ

いて知り、住田町の被災状況や被災地支援について知っていることを話し合う。 

・資料等をもとに、住田町の被災状況や被災地支援についてその概要を調べる。 

・震災津波に対する住田町の取組について調べたいことを話し合い、探究の見通

しをもつ。 

 

Ｂ１：見通す 

（振り返りの記述） 

Ｂ４：好奇心・探究心 

（振り返りの記述） 



 

見
通
し
を
も
つ 

１ 

○ 震災津波と住田町との関わりについて調べる内容や方法について話し合う。 

・詳しく知っている人から話を聞くことや住田町の仮設住宅を見学することなど

震災津波と住田町の関わりについて調べる計画をまとめる。  

Ｃ２：協働する 

（調べる計画を考えている際

の観察） 

情
報
収
集 

４ 

○ 東日本大震災による住田町の被災状況や被災地への支援の様子について、当時の

新聞などの資料を基に調べたり、詳しく知っている人から話を聞いたりする。 

・仮設住宅跡の見学や、当時の新聞などの資料を基に、当時の状況を知る。 

・前町長をゲストティーチャーとして招き、当時の住田町が行った支援について

話を聞く。（本時） 

Ｂ２：多面的・多角的に考え

る 

（調査活動の際の観察、発言 

や振り返りの記述） 

Ｃ３：他者受容 

（振り返りの記述） 
 
ま
と
め 
・ 
振
り
返
り 

３ 

○ 第３次の「自然災害から自分たちを守るために」への見通しと意欲をもたせる。 

・これまで調べたことをもとに、住田町による被災地支援の取組の意味や意義に

ついて話し合い、町の取組に対する自分の考えをまとめる。 

・全国で大規模な自然災害が毎年のように起きていることについて知り、自分の

身の周りでの防災について探究し、行動化していく見通しをもつ。 

Ｂ２：多面的・多角的に考え  

   る 

（震災津波に果たした、町の

役割についての振り返りの記

述） 

 

６ 本時の指導 

（１）本時の目標 

・ゲストティーチャーの話から、東日本大震災による住田町の被害の状況や被災地への住田町の

支援の様子、かかわった人々の思いを理解することができる。 

【Ｂ社会参画に関する資質・能力 B2☆多面的・多角的に考える力】 

             【Ｃ人間関係形成に関する資質・能力 C3★他者受容】 

（２）評価〇チェックリスト 

みとる資質能力 項  目 支援の手立て 

Ｂ社会参画 

B2☆多面的・多角的 

Ｃ人間関係形成 

C3★他者受容 

 ゲストティーチャーの話を聞き、東日本大震

災による住田町の被害の状況や被災地への住田

町の支援の様子、かかわった人々の思いについ

ての自分の考えを書くことができたか。 

 板書や友達の考えを

もとに、携わってきた方

の思いや願いについて

気付かせる。 

 

（３）展 開 

段階 

(時間) 
学 習 活 動 ・指導上の留意点  ◆評価 

導 

 

入 

（７） 

１ 前時の学習を想起する。 

 ・東日本大震災津波に関わる住田町の取 

組について自分が調べてきたことに

ついて想起する。 

 

 

２ 学習課題を確認する。 

 

 

 

・ゲストティーチャーのお話を、より自分事とし

て聞くために、東日本大震災による住田町の被

害状況について確認する。また、教室掲示やワ

ークシートを参考に、前時までに調べた内容に

ついて確認する。 

・どんな資料を使って調べたかについて触れる。 

 

 

 

 

ゲストティーチャーの話から、東日本大震災による住田町の被害の状況や

被災地への住田町の支援の様子について理解を深めよう。 

 



 

  ・自分たちが調べた東日本大震災津波に関わる

住田町の取組のことと比べながら聞く、という

聞き方の視点を確認する。 

 

 

 

展 

 

開 

 

（30） 

３ ゲストティーチャーに質問する。 

 ・自分が調べてきたことの中で詳しく知

りたいことについて質問する。 

 

４ ゲストティーチャーの話を聞く。 

・東日本大震災に関わる住田町の取組

や、それに関わる住田町の取組に対す

る思いや願いについて話を聞く。 

 

５ 自分の考えをもつ。 

・東日本大震災に関わる住田町の取組

  と関わった方々の思いについて考え

  たことをワークシートに記入する。 

・質問の際には、自分がどんな資料で調べたかに

ついて伝えるように確認する。 

・ゲストティーチャーの話を分かりやすく板書

したり、事前に把握していた児童の調べたいこ

とを引き出し、質問のきっかけをつくったりし

て、ゲストティーチャーと児童をつなぐように

する。 

・話を聞く前と聞いた後の自分の変容に目を向

けさせる。 

◆ゲストティーチャーの話を聞き、東日本大震災

に関わる住田町の取組と関わった方々の思い

についての自分の考えを書くことができたか。 

B2多面的・多角的 

C3他者受容（チェックリスト） 

   

 

ま 

と 

め 

（８） 

６ 学習を振り返る。 

・本時の学習を振り返り、ワークシート

に記入する。 

・振り返りを発表し、全体で交流する。 

 

 

７ 次時の学習内容を確認する。 

 

・今日の学習から分かったことや感じたことを

まとめ、感想を書かせる。 

・児童の振り返りを全体で交流した後、振り返り

についてゲストティーチャーに感想を伺い児

童にフィードバックする。 

・次時からは、東日本大震災に関わる住田町の

取組についてまとめていくことを確認する。 

 

（４）板書計画 

 

 

 

東日本大震災津波から学ぶ 

 

 

 

 

 

探究のプロセス  

資質・能力 

 B２、 C３ 

○課ゲストティーチャーの話から、東日本大震

災による住田町の被害の状況や被災地への住

田町の支援の様子について理解を深めよう。 

 

 

 

 

ＧT の写真 

プロフィール 

調べたこと・予想 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

ＧT のお話  事実・思いや願い 

 

 

 

 

 

 

児童の感想等（まとめ） 

 


